
 

 

 

 

 

 

50MHz CW/SSB/AM トランシーバー  

Mk-94 取扱説明書 
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１１１１．．．．    各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とととと機能機能機能機能のののの説明説明説明説明    

    

＜＜＜＜前前前前面面面面パネルパネルパネルパネル＞＞＞＞    

 

 

 

 

①①①①    電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチ兼音声兼音声兼音声兼音声ボリウムボリウムボリウムボリウム    

本ボリウムを右見回すことで、電源が入ります。また、電源を断する場合には、一番左まで持っ

ていき、「かちっ」と音がするまで回します。 

スピーカー及び「Phone」ジャックに接続した場合のレシーバーの出力を調節できます。 

ツマミを右に回すに従って、出力が大きくなります。 

 

②②②②    マイクゲインマイクゲインマイクゲインマイクゲイン調整調整調整調整    

SSB及びAMモードにおける、マイクゲインのコントロールです。右に回すに従ってゲインは大き

くなり出力が増えますが、波形が歪む恐れがあるので、３時―４時方向での使用を限度として

ください。 

 

③③③③    マイクマイクマイクマイク端子端子端子端子    

 

④④④④    フォーンジャフォーンジャフォーンジャフォーンジャックックックック    

ステレオタイプのフォーンジャックです。３極のジャックですが、内部で２極は繋がっていて、ステ

レオにはなっていません。 本ジャックにレシーバーを接続している場合には、スピーカーの音

声は出ないようになっています。 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ ➎ ❽ 

❾ ❽ ❻ 



 

⑤⑤⑤⑤    エレキースピードのエレキースピードのエレキースピードのエレキースピードの調整調整調整調整    

CW モードにおいて、後部パネルにある「Key」端子にマニュピレータを接続すると、エレキーの

機能が利用できます。本ボリウムを右に回すと、信号の送出スピードが速くなっていきます。 

 

⑥⑥⑥⑥    キーボードキーボードキーボードキーボード    

モードの切り替え、周波数可変ステップ、VFO の切り替え、メモリ機能などを選択します。詳細は

後ページの「キーボードの使い方」を参照してください。 

 

⑦⑦⑦⑦    LCDLCDLCDLCD 表示器表示器表示器表示器    

送受信周波数、モード、可変ステップ、VFOやメモリチャンネルの表示をします。詳細は後ページ

の「LCD 表示器」を参照にしてください。 

 

⑧⑧⑧⑧    周波数調整周波数調整周波数調整周波数調整ツマミツマミツマミツマミ    

右に回すと、周波数が高くなり、左に回すと低くなります。ただし、５０．０００MHz より下、または

５０．７００MHz 以上にすることはできません。 

 

⑨⑨⑨⑨    SSSS メータメータメータメータ兼兼兼兼パワーメータパワーメータパワーメータパワーメータ    

受信時には、受信信号強度を確認する「S メーター」、送信時には送信出力を確認する「パワー

メータ」として動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜＜＜＜背面背面背面背面パネルパネルパネルパネル＞＞＞＞    

 

 

 

 

 

①①①①    CWCWCWCW モードモードモードモード用用用用キージャックキージャックキージャックキージャック    

マニュピレータを接続するためのステレオジャックです。 

 

②②②②    リモートコントロールリモートコントロールリモートコントロールリモートコントロール用用用用ジャックジャックジャックジャック    

リニアアンプ接続時などに、送受信をコントロールする信号です。内部はリレー接点になってお

り、受信時は接点が OFF,送信時は ONになります。 

 

③③③③    アンテナコネクタアンテナコネクタアンテナコネクタアンテナコネクタ    （（（（MMMM 型型型型コネクタコネクタコネクタコネクタ））））    

50 オームのインピーダンスを持つ同軸ケーブルで、外部アンテナと接続してください。 

 

④④④④    電源電源電源電源コネクタコネクタコネクタコネクタ    

リップルのない DC13.8Vを接続します。 

 

⑤⑤⑤⑤    放熱器放熱器放熱器放熱器    

送信終段アンプの放熱器です。 

 

 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

➎ 



２． LCD 表示器 

 

本機では、運用に必要な情報のほとんどを LCD 表示器で確認することができます。 

レイアウトは次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①①①①    周波数表示周波数表示周波数表示周波数表示    

運用中の周波数を表示します。５０．０００．０MHｚから 50.699.9MHz まで可変することができます。

周波数は、VFO の場合は周波数調整ツマミを、メモリチャンネルの場合はキーボードからの入力

で選択したメモリされた周波数が表示されます。 

 

②②②②    モードモードモードモード表示表示表示表示    

運用モードを表示します。CW、SSB,AM をキーボード操作で選択します。 

 

③③③③    VFOVFOVFOVFO 選択選択選択選択のののの表示表示表示表示    

本機では、VFO-A 及び VFO-B の２つの VFOがあり、どちらを使用しているかを表示します。 

操作はキーボードから行います。 

 

④④④④    周波数周波数周波数周波数ステップステップステップステップ    

周波数調整のステップを表示します。 100Hz、1KHz,10KHz をキーボード操作で選択します。 

 

⑤⑤⑤⑤    メモリチャンネルメモリチャンネルメモリチャンネルメモリチャンネル    

メモリ機能使用時には、メモリチャンネルを表示します。「１CH」から「９CH」まで。 

VFO 選択時は「VFO」の表示となります 

 

⑥⑥⑥⑥    送受信情報送受信情報送受信情報送受信情報    

受信時は「REC」、送信時は「TRS」の表示になります。 

50.200.0 
MODE = SSB   MEM = 1CH WR 

VFO = A 

STEP =1K       REC 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

➎ 

❻ 



 

３３３３．．．．    キーボードのキーボードのキーボードのキーボードの使使使使いいいい方方方方    

 

キーボードのレイアウトは下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各キーは機能ごとに色分けされています。 

黄色 ・・・・・ Mode の選択 

緑色 ・・・・・ 周波数ステップの選択 

赤色 ・・・・・ VFO の切り替え 

青色 ・・・・・ メモリチャンネルの登録と切り替え 

 

MODMODMODMOD キーグループキーグループキーグループキーグループ    

MOD/AM ・・・・・ このキーを押すと AM モードになります 

MOD/SSB ・・・・・ このキーを押すと SSB モードになります 

MOD/CW ・・・・・ このキーを押すと CW モードになります 

 

 

STPSTPSTPSTP キーグループキーグループキーグループキーグループ    

STP/1K ・・・・・ このキーを押すと周波数切り替えステップが 1KHz になります 

STP/100 ・・・・・ このキーを押すと周波数切り替えステップが 100Hz になります 

STP/10K ・・・・・ このキーを押すと周波数切り替えステップが 10KHz になります 

 

 

 

VFOVFOVFOVFO    

    AAAA 

VFOVFOVFOVFO    

A/BA/BA/BA/B 

VFOVFOVFOVFO    

    BBBB 

MEOMEOMEOMEO    

WRWRWRWR 

CHNCHNCHNCHN    

UPUPUPUP 

CHNCHNCHNCHN    

DWDWDWDW 

STPSTPSTPSTP    

100100100100 

STPSTPSTPSTP    

1K1K1K1K 

STPSTPSTPSTP    

10K10K10K10K 

MODMODMODMOD    

AMAMAMAM 

MODMODMODMOD    

CWCWCWCW 

MODMODMODMOD    

SSBSSBSSBSSB 



 

VFO キーグループ 

本機では、PLL/DDS 回路のソフトウエア制御により２つの VFO（VFO-A、VFO-B）を、電子

的に持っていて、各々が独立した周波数を指定することができます。 

 

VFO/A ・・・・・ VFO－A に切り替えます 

VFO/B ・・・・・ VFO-B に切り替えます 

VFO A/B ・・・・・ 受信周波数をVFO-Aで指定した周波数、送信周波数をVFO-Bで選択した 

       周波数にすることができます。 これにより、スプリット周波数での運用が可能 

       です。 

 

 

メモリキーグループメモリキーグループメモリキーグループメモリキーグループ    

本機では、9 つの異なる周波数をメモリに登録することができます。 

 

＜＜＜＜メモリへのメモリへのメモリへのメモリへの周波数登録周波数登録周波数登録周波数登録＞＞＞＞    

書き込みたいメモリチャンネルを、      または      キーを押して選択します。 

 

 

この際、LCD 表示器の「MEM＝」にチェンネル番号が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に       キーを押します。 メモリチャンネル表示の横に「WR」の文字が出ます。 

 

 

周波数調整ツマミを回して、メモリに書き込みたい周波数を選択します。 

 

再度、      キーを押します。「WR」の表示が消えて、周波数が書き込まれます。 

CHNCHNCHNCHN    

UPUPUPUP 

CHNCHNCHNCHN    

DWDWDWDW 

MEOMEOMEOMEO    

WRWRWRWR 

MEOMEOMEOMEO    

WRWRWRWR 

50.200.0 
MOD = SSB     MEM = 1CH WR 

VFO = A 

STEP =1K       REC 



 

＜＜＜＜メモリチャンネルのメモリチャンネルのメモリチャンネルのメモリチャンネルの選択選択選択選択＞＞＞＞    

        又は      キーを押して、チャンネルを変えることができます。 

 

 

 

CH1→CH2→CH3→CH4→CH5→CH6→CH7→CH8→CH9→VFO の順番に変わってい

きます。 

 

メモリ機能を使用せず、VFO で運用するときは「VFO」の表示になるようにしてください。 

 

 

CHNCHNCHNCHN    

UPUPUPUP 

CHNCHNCHNCHN    

DWDWDWDW 


